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は
じ
め
に

現
代
に
お
い
て
、
大
学
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
に

お
い
て
も
、
方
法
論
が
重
視
さ
れ
、
本
質
論
が
軽
視
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
ず
る
。
し
か
し
、
渡
辺
・
長
谷
川
・
柴
田
に
通
じ
る
脈

筋
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

本
論
文
の
目
的
は
、
一
つ
は
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
仏
教
社
会
事
業
家
の
嚆
矢
で
あ
る
渡
辺
海
旭（

１
）、
淑
徳
大
学

の
創
設
者
で
あ
り
、
宗
教
と
社
会
事
業
と
教
育
の
三
位
一
体
論
を

唱
え
た
長
谷
川
良
信（

２
）、
国
士
舘
の
創
立
者
で
あ
る
柴
田
德
次
郎
の

つ
な
が
り
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
同
時
期
に

論
じ
ら
れ
た
福
祉
や
教
育
の
「
土
台
」
と
し
て
仏
教
に
役
割
が
与

え
ら
れ
た
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
渡
辺
と
長
谷
川
は
浄

土
宗
の
僧
侶
で
あ
る
が
、
柴
田
は
、
必
ず
し
も
仏
教
徒
で
あ
る
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
柴
田
は
、
日
本
が
明
治
維
新

後
、
西
洋
文
明
を
積
極
的
に
受
容
し
、
社
会
の
近
代
化
を
急
速
に

推
進
す
る
な
か
で
、
伝
統
文
化
を
破
壊
し
、
軽
視
す
る
こ
と
に
憂

い
を
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
柴
田
と
そ
の
有
志
た
ち
は
、
日
本
の

「
革
新
」
を
は
か
ら
ん
と
、「
社
会
改
良
」
と
「
青
年
指
導
」
を
目

的
と
し
て
「
青
年
大
民
団
」
を
組
織
し
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）

年
に
、「
活
学
を
講
ず
」
の
宣
言
と
と
も
に
、
私
塾
「
國
士
館
」

を
創
設
し
た
。「
国
士
舘
創
設
趣
旨
」
で
謳
わ
れ
て
い
る
の
は
、

吉
田
松
陰
の
精
神
を
範
と
し
、
日
々
の
「
実
践
」
の
な
か
か
ら
心

身
の
鍛
錬
と
人
格
の
陶
冶
を
は
か
り
、
国
家
社
会
に
貢
献
す
る
智

力
と
胆
力
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
日
本
が
明
治
維
新
後
、
西
洋
文
明
を
積

極
的
に
受
容
す
る
な
か
で
、
渡
辺
・
長
谷
川
・
柴
田
ら
は
、
日
本

菊
池　
　

結

論
文
と
資
料
紹
介
―
―
論
文

教
育
の
「
土
台
」
と
し
て
の
宗
教
・
文
化

　
　

―
渡
辺
海
旭
か
ら
、
柴
田
德
次
郎
お
よ
び
長
谷
川
良
信
に
受
け
継
が
れ
た
も
の

―
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的
な
道
徳
と
し
て
、
さ
ら
に
は
教
育
な
ど
を
支
え
る
精
神
的
な
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
仏
教
の
重
要
性
を
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
彼
ら
の
な
か
で
、
欧
米
諸
国
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
体
系

と
、
日
本
古
来
の
仏
教
的
な
も
の
の
考
え
方
と
い
う
二
つ
の
対
抗

軸
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一　

日
本
の
仏
教
教
育

日
本
の
仏
教
教
育
は
、
日
本
天
台
宗
の
開
祖
・
最
澄
（
七
六
七

―
八
二
二
）
の
山
家
学
生
式
あ
る
い
は
空
海
（
七
七
四
―

八
三
五
）
の
綜
芸
種
智
院
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
現
在
で

も
、
日
本
の
仏
教
系
大
学
は
数
多
く
あ
る
。「
仏
教
系
大
学
会
議
」

と
い
う
組
織
も
存
在
し
、
同
会
議
は
建
学
の
理
念
を
仏
教
に
お
く

全
国
の
仏
教
系
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
し
つ
つ
各
大
学
間
の
連
携
を
密
に
し
、
も
っ
て
各
大
学

の
充
実
発
展
を
は
か
る
と
と
も
に
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
社
会

的
責
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）

年
に
設
立
さ
れ
た
。
仏
教
系
大
学
会
議
加
盟
校
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
（
二
〇
一
六
年
現
在
）。

愛
知
学
院
大
学

愛
知
学
院
大
学
短
期
大
学
部

足
利
工
業
大
学

足
利
短
期
大
学

大
阪
大
谷
大
学

大
谷
大
学
・
大
谷
大
学
短
期
大
学
部

九
州
大
谷
短
期
大
学

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
・
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短
期
大
学
部

京
都
華
頂
大
学

華
頂
短
期
大
学

京
都
光
華
女
子
大
学
・
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
短
期
大
学
部

京
都
女
子
大
学

京
都
文
教
大
学

京
都
文
教
短
期
大
学

く
ら
し
き
作
陽
大
学

高
野
山
大
学

こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学

駒
沢
女
子
大
学
・
駒
沢
女
子
短
期
大
学

駒
澤
大
学

埼
玉
工
業
大
学

札
幌
大
谷
大
学
・
札
幌
大
谷
大
学
短
期
大
学
部

四
天
王
寺
大
学
・
四
天
王
寺
大
学
短
期
大
学
部

淑
徳
大
学
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淑
徳
短
期
大
学

種
智
院
大
学

相
愛
大
学

大
正
大
学

筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部

鶴
見
大
学
・
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部

東
海
学
園
大
学

同
朋
大
学

東
北
福
祉
大
学

苫
小
牧
駒
澤
大
学

名
古
屋
音
楽
大
学

名
古
屋
造
形
大
学

花
園
大
学

兵
庫
大
学
・
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部

佛
教
大
学

身
延
山
大
学

武
蔵
野
大
学

立
正
大
学

龍
谷
大
学
・
龍
谷
大
学
短
期
大
学
部

飯
田
女
子
短
期
大
学

大
阪
千
代
田
短
期
大
学

帯
広
大
谷
短
期
大
学

京
都
西
山
短
期
大
学

正
眼
短
期
大
学

聖
和
学
園
短
期
大
学

高
田
短
期
大
学

東
京
立
正
短
期
大
学

函
館
大
谷
短
期
大
学

余
談
だ
が
、
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
の
団
体
会
員
（
大
学
・

短
期
大
学
以
外
も
含
む
）
は
、
叡
山
学
院
、
大
谷
大
学
、
京
都
文

京
短
期
大
学
、
高
野
山
大
学
、
駒
沢
大
学
、
札
幌
大
谷
大
学
・
札

幌
大
谷
短
期
大
学
部
、
淑
徳
短
期
大
学
、
淑
徳
大
学
、
種
智
院
大

学
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
社
会
福
祉
推
進
協
議
会
、
真
宗
大
谷
派

宗
務
所
教
育
部
、
浅
草
寺
、
増
上
寺
、
大
正
大
学
、
知
恩
院
、
筑

紫
女
学
園
大
学
、
同
朋
大
学
、
東
北
福
祉
大
学
、
日
蓮
宗
現
代
宗

教
研
究
所
、
花
園
大
学
社
会
福
祉
学
部
、
佛
教
大
学
、
身
延
山
大

学
、
立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
、
龍
谷
大
学
で
あ
る
（
二
〇
一
四

年
現
在
）。

ニ　

道
徳
と
教
育
（
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初

期
に
か
け
て
）

日
本
で
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
以
後
、
初
等
教
育

の
義
務
就
学
の
方
策
が
と
ら
れ
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
年
）
の

小
学
校
令
で
は
明
確
に
尋
常
小
学
校
四
年
間
の
就
学
を
父
母
・
後
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見
人
な
ど
の
義
務
と
定
め
た
。
そ
の
後
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）

年
に
義
務
教
育
修
学
年
限
を
二
年
延
長
し
て
六
年
と
し
た
。
井
上

哲
次
郎
も
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
、
国
民
教
育
は
「
小
学
校
か

ら
中
学
校
及
び
中
学
程
度
の
教
育
を
込
め
て
云
ふ
の
で
あ
り
ま
し

て
、
こ
れ
は
国
民
と
し
て
必
ず
受
け
て
置
か
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
教

育（
３
）」
で
あ
る
と
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
義
務
教
育
を
も
っ
て
国
民
教
育

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
と
と
も
に
国
民
道
徳
も
学
校
中
心
と
な
り
、
第
一
期
小
学

教
則
時
代
（
明
治
初
年
か
ら
一
二
、三
年
ご
ろ
）、
第
二
期
小
学
校

教
則
綱
領
時
代
（
明
治
一
四
年
頃
よ
り
二
二
年
頃
）、
第
三
期
改

正
小
学
校
令
時
代
（
明
治
二
三
年
頃
よ
り
三
六
年
頃
）、
第
四
期

国
定
修
身
書
時
代
（
明
治
三
七
年
以
降
）
と
さ
れ
る（

４
）。

第
一
期
は
外
国
の
修
身
書
を
教
科
書
ま
た
は
参
考
書
と
し
、
第

二
期
は
儒
教
に
よ
る
修
身
教
授
が
行
わ
れ
、
第
三
期
は
教
育
勅
語

に
よ
る
徳
目
が
教
え
ら
れ
、
第
四
期
は
物
語
を
基
本
と
し
て
徳

目
、
人
物
を
配
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
〇
月
三
〇
日
に
は
、
国
民
道
徳

の
基
本
を
示
し
、
教
育
の
得
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
た
。
政
府
は
勅
語
の
謄
本
を
全
国
の
学
校

に
配
布
し
、
天
皇
、
皇
后
の
写
真
の
礼
拝
と
勅
語
奉
読
を
核
と
す

る
学
校
儀
式
を
案
出
し
推
奨
し
た
。
こ
の
頃
、
三
教
合
同
、
神
道

優
先
、
教
育
勅
語
の
国
民
道
徳
の
も
と
で
、
仏
教
界
も
勅
語
へ
の

歩
み
よ
り
と
仏
教
人
生
論
に
よ
り
生
涯
教
育
化
、
国
民
道
徳
化
を

進
む
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
、
教
育
界
に
宗
教
教
育
の

必
要
性
が
叫
ば
れ
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
は
宗
教
教
育

叢
書
が
刊
行
さ
れ
、
日
曜
学
校
協
会
か
ら
月
刊
「
宗
教
教
育
」
が

刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
大
正
中
期
に
は
、
全
国
小
学
校
教
員
大

会
で
も
、
全
国
高
等
女
学
校
長
会
で
も
、
高
等
師
範
学
校
長
会
で

も
、
全
国
師
範
学
校
長
会
議
で
も
、
宗
教
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

て
、
全
国
師
範
学
校
長
会
議
で
は
、
宗
教
教
育
を
教
科
の
な
か
に

取
り
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
れ
は
道
徳
教
育
の
不
徹
底

を
、
宗
教
情
操
教
育
と
い
う
形
で
補
う
と
い
う
こ
と
が
主
と
な
っ

て
い
る（

５
）。

三　

渡
辺
海
旭
の
教
育
論

（
６
）

次
に
渡
辺
ら
の
教
育
論
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
長
上
深
雪
は
、

仏
教
社
会
福
祉
の
特
徴
は
「
目
に
見
え
る
活
動
の
姿
に
で
は
な

く
、
実
践
を
支
え
る
仏
教
精
神
に
あ
る（

７
）」
と
述
べ
る
。
同
様
に
、

渡
辺
ら
の
教
育
論
は
、
教
育
を
支
え
る
土
台
と
な
る
の
が
仏
教
で

あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
論
に
つ
い
て
述

べ
る
。
渡
辺
ら
の
教
育
論
の
根
底
に
あ
る
基
本
的
精
神
は
、
大
乗

仏
教
の
精
神
で
あ
る
。
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１
．
誕
生
と
家
庭
環
境　

渡
辺
海
旭
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
一
月
一
五
日
、
東
京

市
浅
草
区
田
原
町
三
丁
目
一
一
番
地
に
父
・
啓
蔵
、
母
・
と
奈
の

長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
幼
名
は
芳
蔵
で
あ
る
。

父
の
啓
蔵
は
東
京
小
伝
馬
町
の
「
ま
ご
め
」
の
番
頭
を
し
て
い

た
ら
し
い
が
、
生
活
は
相
当
に
困
窮
し
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
経
済
的
な
理
由
の
た
め
か
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）

年
、
渡
辺
が
九
歳
の
と
き
に
抜
嫡
の
た
め
の
改
名
届
を
提
出
、
翌

年
一
月
一
九
日
に
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
浅
草
に
あ
る

「
満
照
寺
」
に
入
寺
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
満
照
寺
に

い
た
期
間
は
短
く
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
は
寺
を
で

て
、
博
文
館
の
小
店
員
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
満
照
寺
の
住
職
と
東
京
・
小
石
川
の
源
覚
寺
の
端
山
海

定
（
西
光
寺
前
住
職
）
と
が
懇
意
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
四
歳
で

端
山
海
定
に
つ
い
て
得
度
を
受
け
て
い
る
。
出
家
し
た
動
機
や
そ

の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
時
渡
辺
家
は

経
済
的
に
困
窮
し
て
お
り
、
な
に
か
経
済
的
理
由
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
海
旭
論
文
集
『
壺
月
全
集
』

下
巻
の
「
伝
記
」
に
は
、「
偶
々
、
頓
悟
の
質
を
當
時
小
石
川
浄

土
宗
源
覚
寺
に
在
り
し
西
光
寺
前
住
職
端
山
海
定
和
尚
に
見
出
さ

れ
、
一
四
歳
に
し
て
和
尚
の
室
に
入
り
薙
髪
得
度
す
」
と
あ
る
。

２
．
青
年
期
の
学
び

幼
少
の
頃
か
ら
聡
明
で
あ
っ
た
渡
辺
は
、
一
八
八
七
（
明
治

二
〇
）
年
、
一
五
歳
で
浄
土
宗
第
一
教
校
（
現
芝
中
学
高
等
学

校
）
に
入
学
す
る
。
そ
の
後
、
浄
土
宗
学
本
校
に
進
み
、
高
等
予

科
と
高
等
本
科
の
全
科
を
修
め
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
、

学
年
第
二
位
の
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
て
い
る
。
学
友
に
は
、
望

月
信
亨
（
一
八
六
九
―
一
九
四
八
）
や
荻
原
雲
来
が
い
る
。
高
等

予
科
で
は
宗
余
乗
学
、
哲
学
、
国
語
、
漢
文
、
英
語
、
羅
甸
、
数

学
、
地
理
、
歴
史
、
博
物
、
理
財
学
な
ど
を
学
び
、
高
等
本
科
で

は
倶
舎
、
唯
識
、
華
厳
、
天
台
の
専
門
分
野
が
あ
り
、
渡
辺
は
、

倶
舎
部
を
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
在
学
中
に
、
西
欧
の
仏
教
研
究

に
も
注
目
し
、
ド
イ
ツ
の
研
究
者
の
文
献
を
も
と
に
『
西
蔵
仏
教

一
班
』（
一
八
九
五
年
）
を
研
究
し
発
表
し
て
い
る
。

卒
業
後
す
ぐ
に
、
関
東
各
県
下
浄
土
宗
寺
院
連
合
第
一
教
校
教

諭
を
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
、『
浄
土
教
報
』
の
主
筆
に
就
任
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
浄
土
宗
内
地
留
学
生
に
任
命
さ
れ
、
三
年
間
比

較
宗
教
学
を
学
ん
で
い
る
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
は
、

師
僧
の
海
定
が
隠
退
し
た
た
め
、
そ
の
後
を
継
い
で
西
光
寺
の
住

職
と
な
る
。
ま
た
、
革
新
的
な
仏
教
改
革
を
目
指
し
た
「
仏
教
清

徒
同
志
会
」（
後
の
新
仏
教
徒
同
志
会
）
の
設
立
に
参
加
す
る
な

ど
、
活
発
な
活
動
を
み
せ
て
い
る
。
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３
．
ド
イ
ツ
留
学

渡
辺
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
五
月
五
日
、
浄
土
宗
第

一
期
海
外
留
学
生
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
に

留
学
し
、
Ｅ
・
ロ
イ
マ
ン
教
授
（Leum

am
, Ernst. 1859-

1931

）
に
師
事
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
パ
ー
リ
語
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
を
学
習
し
、
そ
れ
ら
に
よ
る
比
較
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
、『
普
賢
行
願
讃
』
の
研
究

で
、
ド
ク
ト
ル
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。

一
方
で
、
欧
米
の
社
会
や
宗
教
情
勢
を
視
察
し
て
い
る
。「
日

想
観
樓
雑
感
」（
浄
土
教
報
四
三
三
号
）
に
は
、「
日
本
の
今
日
よ

り
将
来
を
推
す
と
、
ど
う
し
て
も
吾
党
の
士
が
一
肌
ぬ
い
で
、
社

会
が
健
全
の
発
育
を
遂
け
る
為
国
家
に
報
効
（
マ
マ
）
す
る
為
、

是
非
と
も
社
会
事
業
や
、
慈
善
事
業
に
眼
を
つ
け
て
頂
か
ね
は
な

ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
、
帰

国
す
る
と
、
た
だ
ち
に
宗
教
大
学
（
現
大
正
大
学
）、
東
洋
大
学

の
教
授
と
な
る
。
ま
た
、
正
式
に
『
浄
土
教
報
』
の
主
筆
に
も
復

帰
す
る
。

４
．
仏
教
社
会
事
業
家
へ

ド
イ
ツ
留
学
中
に
暖
め
て
い
た
考
え
を
実
践
す
る
よ
う
に
、
帰

国
翌
年
の
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
、「
浄
土
宗
労
働
共
済
会
」

を
設
立
す
る
。
ま
た
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
五
月
に
は
、

研
究
機
関
で
あ
る
仏
教
徒
社
会
事
業
研
究
会
を
主
催
す
る
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
五
月
に
は
、
宗
教
大
学
社
会
事
業
研
究

室
の
開
設
に
尽
力
し
て
い
る
。

５
．
渡
辺
の
教
育
論

渡
辺
は
、
芝
中
学
校
校
長
（
一
九
一
一
年
九
月
就
任
、
以
後
死

去
ま
で
の
二
〇
余
年
間
勤
め
る
）
な
ど
を
務
め
、
多
く
の
教
育
事

業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
彼
の
教
育
論
の
一
つ
に
、「
四
つ
の
Ｌ（

８
）
」

が
あ
る
。
四
つ
の
Ｌ
と
は
、
卍
の
こ
と
で
あ
る
。
卍
は
四
つ
の
Ｌ

が
上
下
左
右
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
渡
辺
は
四

つ
の
Ｌ
と
は
「Light, Love, Life, Liberty

で
あ
る
。
光
明

と
、
愛
と
生
命
と
自
由
は
現
代
人
の
理
想
と
し
て
ま
た
生
活
と
し

て
誰
と
て
是
認
せ
ぬ
も
の
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
仏
教
と
い
ひ
基
督

教
と
い
ひ
神
道
と
い
ひ
、
何
れ
の
宗
教
、
何
れ
の
教
養
に
於
て
も

此
四
つ
を
主
眼
と
せ
ぬ
も
の
は
な
い
。
卍
字
が
仏
教
の
代
表
記
号

と
し
て
適
当
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
広
く
各
宗
教
を
通
し
て
之
を

標
示
と
し
て
も
差
支
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

四　

長
谷
川
良
信
の
教
育
論

１
．
誕
生
と
家
庭
環
境

長
谷
川
良
信
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
〇
月
一
二
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日
、
茨
城
県
西
茨
城
郡
南
山
内
村
字
本
戸
（
現
笠
間
市
内
）
に
生

ま
れ
る
。
六
歳
で
浄
土
宗
・
得
生
寺
の
住
職
小
池
智
誠
の
養
子
と

な
る
。
一
五
歳
で
上
京
し
、
浄
土
宗
第
一
教
校
（
現
芝
中
学
高
等

学
校
）
に
入
学
す
る
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
、
浄
土
宗

第
一
教
校
を
卒
業
し
、
宗
教
大
学
（
現
大
正
大
学
）
に
進
学
す

る
。
在
学
時
よ
り
生
涯
の
師
で
あ
る
渡
辺
海
旭
や
矢
吹
慶
輝
と
知

り
合
う
。

宗
教
大
学
卒
業
後
に
、
渡
辺
の
薦
め
も
あ
り
、
東
京
市
養
育
院

の
巣
鴨
分
院
（
現
石
神
井
学
園
）
に
勤
務
す
る
が
、
病
気
に
よ
り

退
職
す
る
。
そ
の
後
、『
浄
土
教
報
』
の
記
者
と
し
て
再
出
発

し
、
宗
教
大
学
に
「
社
会
事
業
科
」
の
開
設
を
訴
え
る
な
ど
、
再

び
活
動
を
始
め
る
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
、
東
京
府
慈
善

協
会
の
救
済
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
る
に
伴
い
、
長
谷
川
は
、
巣

鴨
方
面
の
救
済
委
員
を
委
託
さ
れ
る
。
徹
底
し
た
調
査
の
な
か

で
、
個
人
と
し
て
の
活
動
よ
り
も
、
組
織
的
な
事
業
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
西
巣
鴨
に
あ
る
通
称
「
二
百
軒
長
屋
」
に
、「
マ
ハ
ヤ

ナ
学
園
」（
一
九
一
九
年
）
を
創
設
し
た
。
長
谷
川
が
、
若
干

二
八
歳
で
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
を
創
設
す
る
と
き
に
、
創
立
委
員
に
柴

田
德
次
郎
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
国
士
的
な
豪
傑
さ
と
、
日
本
的

な
精
神
を
重
視
す
る
点
は
、
渡
辺
・
柴
田
・
長
谷
川
の
三
者
に
共

通
す
る
。

２
．
宗
教
・
社
会
事
業
・
教
育
の
三
位
一
体
論

長
谷
川
は
、
宗
教
・
社
会
事
業
・
教
育
の
三
位
一
体
論
を
提
唱

し
た
。
三
位
一
体
は
、
通
常
は
キ
リ
ス
ト
教
で
、
父
・
子
・
精
霊

の
三
位
は
唯
一
の
神
が
三
つ
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
、
元

は
一
体
で
あ
る
と
す
る
教
理
の
こ
と
を
指
す
。
転
じ
て
、
三
つ
の

異
な
る
も
の
が
一
つ
に
な
る
こ
と
、
ま
た
三
者
が
心
を
合
わ
せ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
代
表
的
な
著
書
で
あ
る
『
社
会
事
業

と
は
何
ぞ
や
』
の
な
か
で
、
長
谷
川
は
、「
社
会
事
業
と
は
社
会

の
進
歩
人
類
の
福
祉
の
為
め
に
社
会
的
疾
病
を
治
療
し
社
会
の
精

神
的
関
係
及
経
済
的
関
係
を
調
節
す
る
機
能
を
い
ふ
―
定
義
」
と

述
べ
て
い
る（

９
）。

３
．
長
谷
川
の
教
育
論

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
創
設
さ
れ
た
「
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」

は
、「
社
会
福
祉
法
人
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」
と
し
て
、
二
〇
一
〇

（
平
成
二
二
）
年
に
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
た
。
ま
た
、
教
育
事

業
と
し
て
は
、
淑
徳
大
学
が
昨
年
（
二
〇
一
五
年
）
創
立
五
〇
周

年
を
迎
え
て
い
る
。
淑
徳
大
学
は
、
大
乗
仏
教
の
理
念
を
建
学
の

精
神
と
し
て
お
り
、
長
谷
川
は
、「for him

（
彼
の
た
め
に
）
で

は
な
く
、together w

ith him

（
彼
と
共
に
）
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
、
社

会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
か
ら
始
め
ら
れ
た
淑
徳
大
学
は
、
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「“together w
ith him

”

の
実
践
を
通
じ
て
の
理
想
社
会
の
建
設

と
真
実
な
人
間
の
育
成
」
を
目
指
す
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

は
、
仏
教
で
い
う
自
利
利
他
の
精
神
で
あ
り
、
今
日
の
「
共
生
」

の
思
想
と
い
え
る
。

五　

柴
田
德
次
郎
の
教
育
論

１
．
誕
生
と
家
庭
環
境

柴
田
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
二
月
二
〇
日
、
福
岡

県
那
珂
郡
別
所
村
（
現
筑
紫
郡
那
珂
川
町
別
所
）
に
生
ま
れ
る
。

一
四
歳
で
上
京
し
、
苦
学
の
末
に
早
稲
田
大
学
専
門
部
を
卒
業
。

在
学
時
よ
り
同
郷
の
頭
山
満
、
野
田
卯
太
郎
ら
と
知
り
合
う
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
一
月
、
二
六
歳
で
同
志
と
と
も
に
国

士
舘
を
創
設
し
た
。
国
士
舘
は
、
現
在
で
は
中
学
・
高
校
・
大

学
・
大
学
院
を
一
貫
す
る
学
校
法
人
国
士
舘
と
な
っ
て
い
る
。
建

学
の
精
神
は
、「
日
本
の
将
来
を
担
う
、
国
家
の
柱
石
た
る
べ
き

眞
智
識
者
「
国
士
」
を
養
成
す
る
」
で
あ
る
。

２
．
柴
田
の
教
育
論

『
大
民
』
大
正
六
年
一
一
月
号
に
、
宣
言
「
活
学
を
講
ず
」
が

巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
。
以
来
、
国
士
舘
は
こ
の
「
活
学
」
を
教
学

の
理
念
と
し
、
学
ぶ
者
み
ず
か
ら
が
不
断
の
「
読
書
・
体
験
・
反

省
」
の
三
綱
領
を
実
践
し
つ
つ
、「
誠
意
・
勤
労
・
見
識
・
気
魄
」

の
四
徳
目
を
涵
養
す
る
こ
と
を
教
育
指
針
に
掲
げ
て
き
た（

（1
（

。
こ
の

「
活
学
を
講
ず
」
は
、「
国
士
舘
設
立
趣
旨
」
と
し
て
、
新
た
な
教

育
機
関
の
設
立
を
世
に
訴
え
る
宣
言
文
と
な
っ
た
。
注
目
す
べ
き

は
、「
精
神
文
明
な
く
し
て
国
家
豈
に
一
日
の
安
き
を
得
ん
や
」

と
高
ら
か
に
謳
い
、「
活
学
を
講
ず
」
で
は
さ
ら
に
は
、
昨
今
の

日
本
文
化
の
あ
り
よ
う
を
「
猿
真
似
の
文
化
」
で
あ
る
と
批
判
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
柴
田
ら
の
思
い
が
国
士
舘
と
渡
辺
・
長
谷

川
ら
と
の
結
び
つ
き
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

六　

柴
田
德
次
郎
と
国
士
舘 

―
渡
辺
海
旭
と
の
関
係
に
つ
い
て

―

本
節
に
お
い
て
は
、
柴
田
德
次
郎
が
仏
教
者
で
あ
る
渡
辺
海
旭

に
「
思
想
問
題
」
の
授
業
を
依
頼
し
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

資
料
は
、
主
に
青
年
大
民
団
の
機
関
紙
『
大
民
』
を
使
用
す
る

（
資
料
１
）。
こ
れ
ま
で
に
、
柴
田
と
渡
辺
の
関
係
を
指
摘
し
た
例

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
渡
辺
海
旭
研
究
で
は
、「
国
士
舘
完
成
長
老

懇
談
会
記
念
写
真
」
と
し
て
、
柴
田
、
渡
辺
、
徳
富
蘇
峰
、
渋
沢

栄
一
、
野
田
卯
太
郎
、
頭
山
満
ら
と
と
も
に
写
さ
れ
た
写
真
が
現

存
し
て
い
る
が
（
資
料
２
）、
ど
う
い
う
経
緯
で
撮
影
さ
れ
た
の

か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
柴

田
と
渡
辺
と
の
接
点
を
述
べ
る
だ
け
で
も
価
値
は
あ
る
と
思
う
。
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第
1
巻
第
1
号

大
正
5
年
6
月
15
日
発
行

欠第
2
巻
第
3
号

大
正
6
年
3
月
10
日
発
行

第
2
巻
第
4
号

大
正
6
年
4
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
5
号

大
正
6
年
5
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
6
号

大
正
6
年
6
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
7
号

大
正
6
年
7
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
8
号

大
正
6
年
8
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
9
号

大
正
6
年
9
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
10
号

大
正
6
年
10
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
11
号

大
正
6
年
11
月
1
日
発
行

第
2
巻
第
12
号

大
正
6
年
12
月
1
日
発
行

第
3
巻
第
1
号

大
正
7
年
1
月
1
日
発
行

第
3
巻
第
2
号

大
正
7
年
2
月
1
日
発
行

欠第
3
巻
第
4
号

大
正
7
年
4
月
1
日
発
行

第
3
巻
第
5
号

大
正
7
年
5
月
1
日
発
行

欠欠第
3
巻
第
8
号

大
正
7
年
8
月
1
日
発
行

欠第
3
巻
第
10
号

大
正
7
年
10
月
1
日
発
行

第
3
巻
第
11
号

大
正
7
年
11
月
1
日
発
行

欠第
4
巻
第
1
号

大
正
8
年
1
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
2
号

大
正
8
年
2
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
3
号

大
正
8
年
3
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
4
号

大
正
8
年
4
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
5
号

大
正
8
年
5
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
6
号

大
正
8
年
6
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
7
号

大
正
8
年
7
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
8
号

大
正
8
年
8
月
1
日
発
行

第
4
巻
第
9
号

大
正
8
年
9
月
1
日
発
行

第
5
巻
第
1
号

大
正
8
年
10
月
20
日
発
行

第
5
巻
第
2
号

大
正
8
年
11
月
1
日
発
行

第
5
巻
第
3
号

大
正
8
年
12
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
1
号

大
正
9
年
1
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
2
号

大
正
9
年
2
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
3
号

大
正
9
年
3
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
4
号

大
正
9
年
4
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
5
号

大
正
9
年
5
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
6
号

大
正
9
年
6
月
1
日
発
行

欠欠欠第
6
巻
第
10
号

大
正
9
年
10
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
11
号

大
正
9
年
11
月
1
日
発
行

第
6
巻
第
12
号

大
正
9
年
12
月
1
日
発
行

欠第
7
巻
第
2
号

大
正
10
年
2
月
1
日
発
行

第
7
巻
第
3
号

大
正
10
年
3
月
1
日
発
行

第
7
巻
第
4
号

大
正
10
年
4
月
1
日
発
行

第
7
巻
第
5
号

大
正
10
年
5
月
1
日
発
行

第
7
巻
第
6
号

大
正
10
年
6
月
1
日
発
行

第
7
巻
第
7
号

大
正
10
年
7
月
1
日
発
行

第
7
巻
第
8
号

大
正
10
年
8
月
1
日
発
行

欠欠欠欠欠欠欠第
8
巻
第
4
号

大
正
11
年
4
月
1
日
発
行

第
8
巻
第
5
号

大
正
11
年
5
月
1
日
発
行

第
8
巻
第
6
号

大
正
11
年
6
月
1
日
発
行

欠第
8
巻
第
8
号

大
正
11
年
8
月
1
日
発
行

第
8
巻
第
9
号

大
正
11
年
9
月
1
日
発
行

第
8
巻
第
10
号

大
正
11
年
10
月
1
日
発
行

第
8
巻
第
11
号

大
正
11
年
11
月
1
日
発
行

第
8
巻
第
12
号

大
正
11
年
12
月
1
日
発
行

欠欠欠欠第
9
巻
第
5
号

大
正
12
年
5
月
1
日
発
行

第
9
巻
第
6
号

大
正
12
年
6
月
1
日
発
行

第
9
巻
第
7
号

大
正
12
年
7
月
1
日
発
行

第
9
巻
第
8
号

大
正
12
年
8
月
1
日
発
行

資
料
１　

現
存
す
る
『
大
民
』
一
覧
（
二
〇
一
三
年
現
在
）

巻　

数

発
行
日

巻　

数

発
行
日

巻　

数

発
行
日
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筆
者
は
、
柴
田
が
、
渡
辺
に
道
徳
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
仏
教

（
あ
る
い
は
宗
教
一
般
）
を
教
え
る
よ
う
依
頼
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。
特
に
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
、

大
民
倶
楽
部
が
「
佛
教
各
宗
派
聯
合
海
外
布
教
団
」
の
発
会
を
図

る
な
ど
は
、
仏
教
各
宗
の
連
携
と
大
乗
仏
教
を
土
台
に
し
た
社
会

問
題
へ
の
取
組
み
と
い
う
渡
辺
の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

い
っ
て
も
よ
い
。

柴
田
は
、
芝
中
学
校（

（1
（

で
、
渡
辺
の
修
身
の
授
業
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
芝
中
学
校
で
、
渡
辺
の
「
修
身
」

の
授
業
を
受
け
た
柴
田
が
、
そ
の
人
柄
に
感
服
し
、
関
係
が
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一

人
、
柴
田
と
渡
辺
の
接
点
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
人
物
が

い
る
。
そ
れ
は
、
渡
辺
の
弟
子
で
あ
り
、
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
の
設
立

者
で
あ
る
長
谷
川
良
信
で
あ
る
。
柴
田
と
長
谷
川
は
、
共
に
後
に

渡
辺
が
校
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
芝
中
学
校
の
学
友
で
あ
り
、

「
二
人
で
社
会
国
家
を
論
じ
た
り
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
し
て

い
た（

（1
（

」
と
い
う
。
し
か
し
、
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
国
士
舘
や
柴
田

と
長
谷
川
の
つ
な
が
り
を
指
摘
す
る
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
。

１
．
柴
田
德
次
郎
と
渡
辺
海
旭
と
の
接
点

柴
田
は
、
芝
中
学
校
で
、
渡
辺
の
修
身
の
授
業
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
柴
田
と
、
浄
土
宗

1926（大正 15）年 6 月 3 日　国士舘長老懇談会（於渋沢栄一邸）
（前列左より頭山満、野田卯太郎、渋沢栄一、徳富猪一郎（蘇峰）、後列左より花田半助、渡辺海旭、柴
田德次郎）
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僧
侶
で
あ
り
仏
教
社
会
事
業
家
で
あ
る
渡
辺
と
の
関
係
を
指
摘
す

る
も
の
は
少
な
い
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
渡
辺
と
、
頭
山
満
や
徳
富
蘇
峰
ら
と
の
関
係

を
挙
げ
て
お
く
。
渡
辺
の
甥
で
あ
る
作
家
の
武
田
泰
淳
は
、
渡
辺

が
晩
年
に
頭
山
や
徳
富
ら
と
の
グ
ル
ー
プ
と
付
き
合
っ
た
の
は
失

敗
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
渡
辺
が
彼
ら
と
い
つ
交
際
を
は
じ

め
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
渡
辺
海
旭
研
究
の
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

太
平
洋
戦
争
中
の
植
民
地
政
策
と
、
植
民
地
で
の
仏
教
者
の
社
会

事
業
と
が
あ
る
種
の
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
本
論
文
の

論
旨
か
ら
外
れ
る
た
め
述
べ
な
い
。
渡
辺
と
頭
山
、
徳
富
ら
と
の

接
点
は
二
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
二
六
（
大
正

一
五
）
年
に
「
国
士
舘
完
成
長
老
懇
談
会
記
念
写
真
」
と
し
て
、

頭
山
や
徳
富
と
一
緒
に
写
る
渡
辺
の
写
真
が
あ
る
（『
壺
月
全
集
』

下
巻
に
は
、
こ
の
写
真
は
、
私
塾
國
士
館
の
設
立
を
協
議
す
る
有

志
と
し
て
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の
も
の
と
し
て
収
載
さ
れ

て
い
る
が
、
甥
の
泰
淳
が
四
四
歳
の
渡
辺
を
晩
年
と
い
う
の
は
い

さ
さ
か
若
す
ぎ
る
気
が
す
る
の
で
、
年
号
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）。

ふ
た
つ
め
は
、
新
宿
中
村
屋
の
相
馬
夫
妻（

（1
（

と
ボ
ー
ス
、
そ
れ
と

頭
山
と
の
関
係
か
ら
の
接
点
で
あ
る
。
新
宿
中
村
屋
の
相
馬
夫
妻

は
、
長
女
俊
子
の
死
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
渡
辺
の
信
奉
者
と

な
っ
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
特
に
、
妻
の
黒
光
は
、
壺
月

会
と
い
う
渡
辺
の
法
話
会
を
主
催
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ス

と
は
、
中
村
屋
の
ボ
ー
ス
と
し
て
日
本
に
初
め
て
イ
ン
ド
カ
レ
ー

を
伝
え
た
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
指
導
者
の
ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー

ス
の
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ー
ス
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
追
及
を
逃
れ
て
訪
日
し
、
頭
山
満
の
支
援
を
受
け
、
新

宿
中
村
屋
の
相
馬
夫
妻
の
自
宅
に
匿
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
相
馬
夫
妻
の
長
女
敏
子
と
結
婚
し
た
が
、
敏
子
は

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
相
馬
愛
蔵

は
、
渡
辺
の
哀
悼
文
の
な
か
で
、「
私
の
婿
の
ボ
ー
ス
の
處
へ
、

三
周
忌
の
墓
参
り
に
行
き
ま
し
た
。
頭
山
翁
と
先
生
と
は
初
対
面

で
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
愛
蔵
の
い
う
三
周
忌

と
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点

で
渡
辺
は
、
五
五
歳
を
迎
え
て
い
る
。
渡
辺
は
、
太
平
洋
戦
争
を

迎
え
る
前
の
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
月
五
日
に
六
一
歳
で
敗

血
症
に
よ
り
逝
去
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
愛
蔵
の
記
憶
違
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、

柴
田
と
渡
辺
と
の
出
会
い
は
そ
れ
よ
り
も
遥
か
に
早
い
こ
と
に
な

る
。
次
に
、
柴
田
と
渡
辺
と
の
接
点
を
み
て
い
く
。
柴
田
が
上
京

し
、
渡
辺
が
死
去
す
る
ま
で
の
、
彼
ら
の
接
点
を
年
表
に
す
る
と

左
の
通
り
に
な
る
。
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一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
上
京
。

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
東
京
市
・
芝
中
学
校
第
三
学
年
に

入
学
。（
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
三
月
同
校
全
科
卒

業
）。

※
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
渡
辺
海
旭
芝
中
学
校
長
就
任
。

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
科
（
専
門

部
）
に
入
学
。（
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
七
月
同
校
全

科
卒
業
）。

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
「
青
年
大
民
団
」
結
成
。

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
機
関
誌
『
大
民
』
創
刊
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
麻
布
区
麻
布
笄
町
（
現
西
麻
布
、
ご

く
一
部
は
南
青
山
）
に
、
私
塾
「
國
士
館
」
を
設
立
。

日
・
祭
日
を
除
き
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
、
政
治
・
経

済
・
社
会
・
宗
教
・
哲
学
・
武
道
な
ど
の
ほ
か
、
外
国
語

を
教
え
る
。

※
臨
時
補
講
と
し
て
、
渡
辺
海
旭
「
思
想
問
題
」
を
教
え
る
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
財
団
法
人
国
士
舘
を
設
立
。

※
財
団
法
人
国
士
舘
の
理
事
に
、
渡
辺
海
旭
就
任
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
松
陰
神
社
隣
接
地
（
現
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
）
に
移
転
、
国
士
舘
高
等
部
設
置
。（
昭
和
五
年

三
月
廃
止
）。

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
国
士
舘
完
成
長
老
懇
談
会
を
開

催
。

※
渡
辺
海
旭
、
徳
富
蘇
峰
、
渋
沢
栄
一
、
野
田
卯
太
郎
、
頭
山
満

ら
と
と
も
に
写
し
た
写
真
が
現
存
（
前
掲
し
た
資
料
２
）。

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
国
士
舘
中
等
部
設
置
。（
一
九
二
五

（
大
正
一
四
）
年
三
月
廃
止
）。

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
国
士
舘
中
学
校
設
置
。（
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
三
月
廃
止
）。

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
荏
原
郡
西
部
六
町
村
合
同
経
営
の

国
士
舘
商
業
学
校
設
置
。（
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年

三
月
廃
止
）。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
国
士
舘
専
門
学
校
設
置
。（
一
九
五
五

（
昭
和
三
〇
）
年
三
月
廃
止
）。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
国
士
舘
高
等
拓
植
学
校
設
置
。

（
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
一
月
廃
止
）。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
満
洲
鏡
泊
湖
畔
に
鏡
泊
学
園
を
設

置
。

※
鏡
泊
学
園
総
長
に
、
渡
辺
海
旭
就
任
。

※
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
渡
辺
海
旭
死
去
。

こ
の
よ
う
に
、
柴
田
と
渡
辺
の
出
会
い
は
、
少
な
く
と
も

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
国
士
舘
設
立
以
前
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
し
、
柴
田
が
芝
中
学
校
に
入
学
し
た
と
さ
れ
る
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一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
は
、
渡
辺
は
、
ド
イ
ツ
留
学
期
間
で

あ
り
、
柴
田
の
学
友
で
あ
っ
た
長
谷
川
が
紹
介
し
た
の
だ
ろ
う
と

い
う
推
測
の
域
を
で
な
い
。

２
．
国
士
舘
担
当
課
目
に
つ
い
て

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
渡
辺
は
、
財
団
法
人
国
士
舘
の
理

事
や
、
渋
沢
栄
一
邸
で
行
わ
れ
た
国
士
舘
長
老
懇
談
会
に
、
頭
山

や
野
田
ら
と
同
席
す
る
な
ど
、
相
談
役
と
し
て
か
な
り
の
位
置
に

い
た
と
考
え
て
よ
い（

（1
（

。
本
節
で
は
、『
大
民
』
に
書
か
れ
て
い
る

も
の
を
中
心
に
、
渡
辺
が
担
当
し
た
科
目
を
記
述
す
る
。

こ
れ
ら
を
み
る
か
ぎ
り
、
渡
辺
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、「
修
身
」

や
「
思
想
問
題
」
で
あ
る
。
仏
教
者
で
あ
る
渡
辺
に
、
思
想
問
題

の
授
業
を
担
当
さ
せ
た
の
は
、
設
立
趣
旨
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う

に（
（1
（

、
当
時
の
「
唯
だ
科
学
智
を
重
ん
じ
て
、
徳
性
涵
養
を
忘
る
」

教
育
に
対
す
る
反
旗
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
宗

教
・
社
会
事
業
・
教
育
の
三
位
一
体
」
を
唱
え
た
長
谷
川
に
も
共

通
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
一
方
で
、
教
育
な
り
、
社
会
事
業
が
あ

り
、
一
方
で
そ
れ
を
精
神
面
で
支
え
る
、
強
化
す
る
、
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
、
ま
た
は
日
本
的
な
も
の
に
す
る
、
大
乗
仏
教
の
思

想
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
仏
教
思
想
と

は
、
社
会
的
な
も
の
を
内
面
的
な
精
神
と
し
て
支
え
る
と
い
う
役

割
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
柴
田
は
、
母
親
が
か
な
り

の
信
仰
心
に
篤
い
女
性
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
影
響
は
小
さ
く

は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。『
大
民
』
を
み
る
か
ぎ
り
、
渡
辺
の
担

当
課
目
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、『
大
民
』
三
巻
二
号
大
正
七
年
二
月
一
日
「
国
士
舘
設
立
趣

旨
」　

講
師　

芝
中
学
校　

渡
辺
海
旭　

補
教
と
し
て　

思
想

問
題
。　

二
、『
大
民
』
三
巻
一
号
大
正
七
年
一
月
「
国
士
舘
講
座
一
月
分
」　

佛
教
哲
学　

椎
尾
弁
匡　

社
会
問
題　

長
谷
川
良
信
。

三
、『
大
民
』
三
巻
五
号
大
正
七
年
五
月
一
日　

補
教
と
し
て　

思
想
問
題　

渡
辺
海
旭
。

四
、『
大
民
』
三
巻
八
号
大
正
七
年
八
月
一
日
「
国
士
舘
移
設
趣

旨
」　

補
教
と
し
て　

思
想
問
題　

渡
辺
海
旭
。

五
、『
大
民
』
三
巻
一
〇
号
大
正
七
年
一
〇
月
一
日
「
国
士
舘
講

座
九
月
分
」　

思
想
問
題　

渡
辺
海
旭
。

六
、『
大
民
』
五
巻
一
号
大
正
八
年
一
〇
月
二
〇
日
「
一
週
間
に

於
け
る
学
科
の
配
当
左
の
如
し
」　

宗
教　

渡
辺
先
生
。

七
、「
国
士
舘
規
則
（
高
等
部
）」「
一
週
間
に
於
け
る
学
科
の
配

当
左
の
如
し
」　

宗
教　

渡
辺
海
旭
。　

八
、『
大
民
』
六
巻
五
号
大
正
九
年
五
月
一
日
「
国
士
舘
第
一
学

期
に
於
け
る
一
週
間
の
学
科
配
当
左
の
如
し
」　

仏
教
史
上
に

現
は
れ
た
る
東
洋
思
想
（
二
時
間
）
渡
辺
先
生
。
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九
、『
大
民
』
七
巻
四
号
大
正
一
〇
年
四
月
一
日　

宗
教
（
火
、

二
時
間
）
渡
辺
先
生　

社
会
学
及
社
会
問
題
（
水
、
二
時
間
）

長
谷
川
先
生
。

一
〇
、『
大
民
』
八
巻
九
号
大
正
一
一
年
九
月
一
日
「
国
士
舘
夏

期
講
習
会
記
事
」　

第
一
期　

宗
教
心
に
就
い
て　

ド
ク
ト
ル　

渡
辺
海
旭　

第
三
期　

宗
教
に
就
い
て　

ド
ク
ト
ル　

渡
辺
海

旭
。

一
一
、
大
正
一
二
年
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
四
日
「
国
士
舘
春
季

講
習
会
開
催
」　

思
想
問
題
に
就
い
て　

渡
辺
海
旭
。

一
二
、『
大
民
』
一
〇
巻
八
号
大
正
一
二
年
八
月
一
日　

東
京
在

住
の
佛
教
各
宗
派
の
僧
侶
と
会
談
し
、
佛
教
各
宗
派
連
合
海
外

普
教
団
の
発
会
を
図
る
。

一
三
、
大
正
一
四
年
夏
（
発
行
日
付
な
し
）
国
士
舘
要
覧
「
国
士

舘
専
門
部
組
織
」　

哲
学　

ド
ク
ト
ル
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
エ　

渡

辺
海
旭　

社
会
問
題　

マ
ハ
ヤ
ナ
学
園　

長
谷
川
良
信　
「（
中

学
校
）
講
師
」　

倫
理　

芝
中
学
校　

ド
ク
ト
ル
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
エ　

渡
辺
海
旭
。　

一
四
、
大
正
一
四
年
八
月
一
六
日
か
ら
二
〇
日
「
国
士
舘
第
四
回

夏
季
講
座
」　

一
七
日　

世
界
列
国
の
社
会
事
業
に
就
い
て　

長
谷
川
良
信
、
二
〇
日　

補
講　

渡
辺
海
旭
。

一
五
、
大
正
一
四
年
一
二
月
二
日
か
ら
五
日
「
興
国
青
年
大
演
習

開
催
」　

講
師　

渡
辺
海
旭
。

一
六
、
昭
和
四
年
三
月
一
一
日
「
文
部
省
国
士
舘
専
門
学
校
設
置

許
可
」　

修
身　

渡
辺
海
旭
。

そ
の
他
に
、『
大
民
』
に
は
、
大
正
一
一
か
ら
国
士
舘
学
長
を

務
め
た
長
瀬
鳳
輔
の
国
士
舘
々
葬
や
、
野
田
卯
太
郎
追
悼
会
に
お

い
て
、
渡
辺
が
導
師
を
務
め
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
渡
辺
に
影
響
を
受
け
た
柴
田
と
長
谷
川
の
社
会
事
業
お

よ
び
教
育
事
業
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
な
こ

と
は
、
欧
米
諸
国
の
近
代
社
会
事
業
あ
る
い
は
教
育
事
業
を
学
ん

だ
彼
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
教
に
精
神
的
な
重
要
性
を
見
出
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、
渡
辺
と
柴
田
あ
る
い
は
柴
田
と
長
谷
川

と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
に
彼
ら
の
思
想
は
、
仏
教
は
社
会
事
業
と
教
育
事
業
を
支

え
る
重
要
な
精
神
的
基
盤
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
日
本

は
、
明
治
維
新
後
、
西
洋
文
明
を
積
極
的
に
受
容
し
た
。
彼
ら

は
、
仏
教
的
な
慈
悲
業
や
、
慈
善
で
は
な
い
近
代
社
会
事
業
な
ど

を
学
び
、
吸
収
し
、
日
本
的
な
土
壌
の
な
か
で
そ
れ
を
解
釈
し
た

の
で
あ
る
。
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註
（
１
）（
２
）
渡
辺
や
長
谷
川
に
関
す
る
文
献
は
多
い
、
例
え
ば
、

次
の
も
の
が
あ
る
。
芹
川
博
通
『
渡
辺
海
旭
研
究　

そ
の

思
想
と
行
動
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）、
長
谷
川

匡
俊
『
長
谷
川
良
信
』（
シ
リ
ー
ズ
福
祉
に
生
き
る
／
24
）

（
大
空
社
、
二
〇
一
五
年
）、『
仏
教
と
社
会
事
業
と
教
育
と

長
谷
川
良
信
の
世
界
』（
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
、

一
九
八
三
年
）。

（
３
）井
上
哲
次
郎
『
国
民
道
徳
概
論
』（
三
省
堂
、
一
九
一
二
年
）

付
録
二
九
頁
。

（
４
）（
５
）齊
藤
昭
俊
『
仏
教
教
育
論
集
』（
仏
教
教
育
研
究
所
、

二
〇
〇
九
年
）、
齊
藤
昭
俊
『
仏
教
教
育
選
集
１　

慈
悲
の

教
育
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）、
斎
藤
昭
俊
『
近

代
仏
教
教
育
史
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）。

（
６
）渡
辺
の
教
育
に
関
す
る
論
考
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。「
漫

言
数
則
―
米
峰
―
へ
の
私
信
」（『
新
仏
教
』
一
〇
巻
六
号
、

一
九
〇
九
年
）、「
女
子
教
育
機
関
の
充
実
を
計
れ
」（『
浄

土
教
報
』
一
三
五
七
号
、
一
九
一
九
年
）、「
中
等
教
育
私

見
」（『
浄
土
教
報
』
一
三
八
三
号
、
一
九
一
九
年
）、『
教

育
の
欠
陥
と
そ
の
責
任
者
』（『
浄
土
教
報
』
一
二
一
三
号
、

一
九
一
六
年
）、「
教
育
界
の
醜
状
」（『
浄
土
教
報
』

一
五
〇
〇
号
、
一
九
二
二
年
）。

（
７
）日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
編
『
仏
教
社
会
福
祉
入
門
』（
法

藏
館
、
二
〇
一
四
年
）
一
三
頁
。

（
８
）『
壺
月
全
集
』（
壺
月
全
集
刊
行
会
、
昭
和
八
年
改
訂
版
、

一
九
七
七
年
）
三
七
〇
頁
～
三
七
三
頁
。

（
９
）長
谷
川
良
信
『
社
会
事
業
と
は
何
ぞ
や
』、『
長
谷
川
全
集
』

上
巻
、
二
～
二
六
七
頁
。

（
10
）『
国
士
舘
九
十
年
』（
学
校
法
人
国
士
舘
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
11
）浄
土
宗
第
一
教
校
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
「
男

子
に
須
要
な
る
高
等
普
通
教
育
を
為
す
を
以
っ
て
目
的
と

す
」
と
し
て
、
宗
門
外
の
一
般
子
弟
の
教
育
に
門
戸
を
開

放
。
私
立
芝
中
学
校
と
な
る
。
初
代
校
長
に
松
濤
賢
定
就

任
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
、
第
三
代
校
長
に
渡
邊

海
旭
就
任
。

（
12
）国
士
舘
中
学
校
設
置
認
可
申
請
書
。
一
九
二
五
（
大
正

一
四
）
年
三
月
三
〇
日
に
添
付
さ
れ
た
柴
田
の
履
歴
に
は
、

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
四
月
東
京
市
芝
区
私
立
芝
中

学
校
第
三
学
年
へ
入
学
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
九
月

一
日
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
科
（
専
門
部
）
へ
入
学
、

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
七
月
同
校
全
科
卒
業
と
あ
る
。

（
13
）長
谷
川
匡
俊
『
シ
リ
ー
ズ
福
祉
に
生
き
る　

長
谷
川
良
信
』

（
大
空
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
二
頁
。

（
14
）吉
田
久
一
『
著
作
集
二
』（
川
島
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に
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著
者
（
吉
田
）
宛
の
武
田
泰
淳
氏
の
書
簡
が
採
録
さ
れ
て

い
る
。

（
15
）相
馬
愛
蔵
・
黒
光
。
相
馬
夫
妻
は
、
東
京
本
郷
に
小
さ
な
パ

ン
屋
中
村
屋
を
開
業
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
は

ク
リ
ー
ム
パ
ン
を
発
明
し
た
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）

年
に
は
新
宿
へ
移
転
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
は

現
在
地
に
開
店
し
た
。
中
華
饅
頭
、
月
餅
、
イ
ン
ド
式
カ

リ
ー
等
新
製
品
の
考
案
、
喫
茶
部
の
新
設
な
ど
本
業
に
勤

し
む
一
方
で
、
絵
画
、
文
学
等
の
サ
ロ
ン
を
つ
く
り
、
荻

原
碌
山
、
中
村
彝
、
高
村
光
太
郎
、
戸
張
弧
雁
、
木
下
尚

江
、
松
井
須
磨
子
、
会
津
八
一
ら
に
交
流
の
場
を
提
供
し
、

「
中
村
屋
サ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
。

（
16
）国
士
舘
設
立
趣
意
書
（
一
九
一
七
年
）
の
「
先
生
及
講
座
時

間
」
に
よ
る
と
、
す
で
に
渡
辺
は
、
思
想
問
題
の
臨
時
講

話
を
担
当
し
て
い
る
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
国
士

舘
落
成
式
お
よ
び
開
会
式
で
は
、
芝
中
学
校
校
長
と
し
て
、

渡
辺
は
祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
一
（
大
正

一
〇
）
年
七
月
に
、
創
設
さ
れ
た
「
財
団
法
人
国
士
舘
維

持
会
」
に
名
前
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
同
年
築
地
精

養
軒
で
行
わ
れ
た
「
国
士
舘
相
談
会
」
に
撮
影
さ
れ
た
写

真
に
、
渡
辺
の
姿
が
写
っ
て
い
る
。

（
17
）国
士
舘
の
設
立
趣
旨
冒
頭
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。「
物
質
文
明
の
弊
日
に
甚
だ
し
く
、
人
は
唯
だ
科
学
智

を
重
ん
じ
て
、
徳
性
涵
養
を
忘
る
今
日
に
於
て
教
育
と
は

唯
だ
科
学
智
の
売
買
た
る
の
み
此
の
如
き
は
唯
だ
物
質
文

明
に
終
る
、
精
神
文
明
な
く
し
て
国
家
豈
に
一
日
の
安
き

を
得
ん
や
、
蓋
し
精
神
文
明
は
物
質
文
明
を
統
一
指
導
す

る
も
の
な
り
」。


